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心理研究部門
壷伏靖子 ･松沢哲郎･藤田和生 l)
研究概要
1)チンパンジーの図形語による記述行動の分
析 2)
室伏靖子 ･松沢哲郎
チンパンジー(アイ)は.異なった背景や配置
で現れる3人の動画のだれがだれに近づいたかを.
語順によって.,〔主体名 ･近づく･客体名〕と表
現することができた｡
2)チンパンジーにおける数の概念の形成
室伏靖子 ･松沢哲郎 ･板倉昭二3)
チンパンジーの数の同定(マッチング)の学習
が,アラビア数字(1-7)およびタッピング(1
-5)を用いて進行し.形 .也.大きさが異なる
物の混合パタンに対して般化した｡
3)チンパンジーにおける刺激等価性の接待に
関する実験的分析一)
室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生
ヒトの言語の重要な一側面である刺激等価性の
成立を規定する安国を,チンパンジーを被鹸体と
して分析した｡
4)チンパンジーにおける心的回転8)
室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生
チンパンジーに回転した同じ図形を選ぶことを
訓練し,その反応潜時と回転角度の関係を分析す
ることから,彼らの ｢JCh的イメージ｣の操作能力
1)1987年4月から9月まで非常勤講師｡10月1
日付で助手に採用｡
2)浅野俊夫(愛知大･教養)との共同研究｡
3)大学院生｡
4)浅野俊夫･山本淳一(国立伊東温泉病院看誕
学校)との共同研究｡
5)浅野俊夫 ･山本浮-との共同研究｡
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